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1. 委員長挨拶 

 

 はじめまして。このたびの合宿で運営委員長を務める小森です。第10回若手合宿研究交

流会を 2016年、夏の京都にて開催する運びとなりました。運営委員を代表して、参加者み

なさまに心より歓迎の意を表します。またこの記念すべき年に実行委員長をさせていただ

くことを光栄に思います。 

 

 若手合宿は、様々な分野で研究を行っている大学院生・ 若手研究者同士で、英語での研究

交流や融合研究を活性化することを目指し例年開催されてきました。 

 

 今年のテーマはずばり、 

「Link・People,・Link・Ideas」 

です。 

 

 世界は多様なバックグラウンドを持った人で成り立っています。分野や国など、バックグ

ラウンドが違えば生まれるアイデアも多様なものとなります。若手合宿研究交流会は分野

や国を超え様々な人々が集まり、交流するまたとない機会です。合宿の中で、参加者が様々

なアイデアを共有し、交友を深められると幸いです。その中で皆さんが思いもしなかったよ

うな、画期的なアイデアに出会えることを心より期待しております。 

 

 本年の開催地は古の都、京都です。開催地周辺は、京都御所や下賀茂神社、二条城といっ

た数多くの歴史的名所が立ち並ぶ、まさに日本の歴史の中心ともいえる場所です。このよう

な場所で、未来を変えるようなアイデアが飛び出すことを楽しみにしております。 

 

 皆さまのご参加をお待ちしております。この素晴らしい機会をぜひお見逃しなく！ 

 

第 10回若手合宿研究交流会 実行委員長 

小森 隆弘 
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2. 先生方からのメッセージ 

 大学院生、PD研究員、特任助教、助教の皆さん 

 

生命機能研究科が毎年夏に実施している学生主催の若手合宿研究交流会を今年度も開催

することになりました。今年で１０回目です。 

 

昨年同様、今年もリーディング大学院・「ヒューマンウェアイノベーション博士課程プログ

ラム」の支援を受け、海外からも大学院生や若手研究者を招へいし、また情報科学研究科や

基礎工学研究科からも多くの学生の参加を期待していますので、広く様々な領域での異分

野交流を体験できると思います。 

 

我々は幸いにも毎日平穏に暮らすことができていますが、世界では様々な災害やテロや

飢饉によって亡くなりあるいはつらい日々を過ごしている方達が大勢おられます。また深

刻なエネルギー問題や環境問題、解決の糸口さえ見えない民族紛争など、人類社会の未来も

安泰ではありません。平穏に暮らしている我々がすべきことは、いろいろな意味で大きな危

機にある日本や世界の将来をいかにして支えどのようにして豊かに発展させるか、その方

策を考えることです。どのような危機も乗り越えていける強い日本をつくり、人類社会を豊

かに発展させる科学技術を産み出せるよう、視野を広げてよく考え、研究を進めることです。

とは言え、すぐに役立つ研究成果を求めるのではなく、多くの人に感動を与えるような・「お

もろい研究」をめざすことこそが、長い目で見て将来の役に立つ成果につながるのだと私は

信じています。 

 

生命機能研究科で我々がめざすのは、基礎生命科学、医学、理学、工学を含む広い範囲で

様々な研究分野の融合を推進し、従来の生命科学の枠組みを越えた世界最高水準の分野横

断的教育研究拠点をつくること。国際交流を推進して次世代の国際社会を担う若手人材を

育成することです。 

 

主役は学生と若手研究者である皆さんです！ 

 

生命科学の様々な分野を世界の最先端で牽引するこの研究科で、研究の枠組みをぶち破

り、さらに高いレベルに発展させて、未来の予測医療や新しい原理に基づくものづくり、障

害に強いシステム作りを展開させるためには、異なる分野で教育を受けた皆さんがお互い

の垣根を越えて密に議論を重ね、新しい研究分野や研究手法を切り開く以外に道はありま

せん。各グループの研究を個別に推進するだけでは実現不可能な「未知の領域への挑戦」。

これがこの研究交流会のキーワードです。是非この会に参加して生命機能研究の未来をじ

っくり語り合ってください。きっとそこに何かが生まれるはずです。 
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この学生主催若手合宿研究交流会は、異分野融合の積極的な推進のためにと考えた活動

の一つであり、研究科の活動のなかでも最も重要なものです。皆さん一人一人がこの機会を

積極的にかつ有効に活用し、普段はあまり話し合う機会のない研究分野の人たちといろい

ろな話をするきっかけにして、今後の研究に役立てて欲しいと思います。 

 

今年も海外から 10数名の若手を招聘する予定で、彼らも皆さんと一緒になって異分野融

合への旅の始まりを満喫してくれると期待しています。 

 

この貴重な機会を大いに楽しんでください。そうするうちに必ずどこかで・「おもろい研究」

が生まれてくるはずです。それを楽しみにしています。 

 

 
難波啓一 学生主催若手合宿研究交流会担当教授 

柳田敏雄 生命動態イメージングプロジェクト特任教授 

仲野 徹 生命機能研究科長 
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3. 開催日程 

2016年 7月 13日（水）～15日（金） （2泊 3日） 

さらに、合宿前後に以下のイベントを予定しております。 皆様ぜひご参加ください。 

 ウェルカムパーティ ワークショップ 

 ラボツアー 

*詳細は変更の可能性あり。 

 

4. 参加対象者 

生命機能研究科、情報科学研究科、基礎工学研究科に所属する大学院生、ポスドク、助教 

海外大学や研究機関の大学院生、若手研究者（各研究室が招聘） 

 海外研究者を招聘されたホスト研究室に所属の方は、是非ともご参加頂きますようお

願い致します。 

 上記の研究科所属にもかかわらず、参加対象該当かどうか不明な場合には、企画室にお

問い合わせください。 

 

5. 参加費用 

24000円（※後日約 20000円が阪大より出張費として返金されます。） 

 参加費は合宿初日にお支払いください。 

 

6. 開催場所 

ホテル KKR京都くに荘 

 〒602-0858 京都府京都市上京区河原町通荒神口上る東入東桜町２７−３ 

http://www.kuniso.com 

 

7. 合宿内容 

今回の合宿では、学術研究の交流だけでなく、多国籍の人々と国際交流できる機会が豊富

に用意されています。こうした交流は、自分の専門とは異なる領域の研究者に自分の研究内

容を英語で発信する上でも役立つ機会になるでしょう。また、研究だけでなく、他国の文化

や伝統などについても理解を深めることができるよいチャンスです。 

 

ポスターセッション 

ご自身の行っている研究、あるいはこれから進めていく予定の研究について発表してい

ただきます。「狭く深く」でも、「広く浅く」でも結構です。内容がどれだけシンプルであっ

ても大丈夫です。重要なことは、「自分の専門以外の領域の学生の方に、興味を示してもら

えるように自分の言葉で・（しかも英語で！）伝える」ことです。発表時間以外は他の参加者

http://www.kuniso.com/
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のポスターを回り、異分野の学生の方がどのような意見や考えでどのような研究を進めて

いるのか、積極的に聞いてみてください。 

 

グループディスカッション 

班ごとに分かれ、用意されたテーマに沿ってディスカッションをしていただきます。異分

野の学生の方の意見や考えを最大限汲み取り、自分自身の考えと融合させていくことで、新

たなアイデアを創り出していきましょう。 

 

特別講演 

特別講演のテーマは、人に「伝える」ことの重要性や方法についてです。 

これからの科学の発展のためには、多様な観点から物事を吟味し議論することが求めら

れます。研究背景の異なる人々が互いの領域を分け合い共有することで生まれる・「異分野融

合」は、本合宿の目的のひとつともなっています。そのためにまず、研究背景の異なる相手

に対しても研究の面白さを分かりやすく伝えること、を大きなテーマとしました。 

講師として、京都大学 iPS細胞研究所で、科学を分かりやすく伝えることを仕事とされて

いるサイエンスコミュニケーターの方をお招きし、日本がリーディングしている、最もホッ

トな研究の一つ、iPS研究の最先端の話とともに、サイエンスコニュニケーション等につい

て講演していただきます。この講演を通じて、分野の異なる人々を理解し伝え合うエッセン

スに出会えるかもしれません。 

 

エクスカーション 

合宿二日目に、京都市内を散策する時間を設けました。リラックスした雰囲気の中で、知り

合った人々とゆっくりと親睦を深めてみてはいかがでしょうか。 

 

準備物 

 研究概要の紹介ポスター（A0を 1枚、A4を 6枚） 

 合宿内で A0サイズのポスターの縮小版（A4サイズ）をグループメンバーにお配

りし、研究説明の際にお役立てください。 

 A0サイズ：タテ 1189 mm、ヨコ 841 mmで作成してください。A4サイズの

スライドを何枚か印刷し、統合して A0サイズにする形式でも大丈夫です。 

 必ず、英語で作成してください。 

 

8. 応募方法 

以下のアドレスから応募フォームにアクセスし、必要事項を記入して送信してください。 

（応募フォームの URL https://goo.gl/ntlC2c） 

下記合宿ウェブサイトからもアクセスできます。 

https://goo.gl/ntlC2c
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9. 応募締切 

５月３１日（火） 17:00 

 定員に達した場合、募集を締め切ることがあります。 

 応募後のキャンセルはご遠慮ください。 

 

 

10. お問い合わせ先 

合宿についてのご質問は下記の担当者までお問い合わせください。 

 実行委員長（小森隆弘）：komori-takahiro [at] ist.osaka-u.ac.jp 

 広報担当（立川恭平）：tatsukawa.kyouhei [at] irl.sys.es.osaka-u.ac.jp 

 

11. 合宿ウェブサイト 

http://www.fbs.osaka-u.ac.jp/events/wakate-h28/index.html 

「YRR2016」で検索 

http://www.fbs.osaka-u.ac.jp/events/wakate-h28/index.html

